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《本号の表紙絵》

エドモンド・ナウマンの書

（大塚修琴堂所蔵）

HeinriChEdmundNaumann(1854～1927)は野

尻湖底の象化石やフォッサマグナ発見に名を遺す地

質学者で、いわゆる、御雇外国人教師の一人。ミュ

ンヘン大学に学び、博士論文「シユタルンベルク湖

の杭上住居壮の動物群」により後年同湖で変死する

ルートヴイヒIIから学位授与(1875)。同年来日、東

大理学部地質学及採鉱学科の初代教授となり

(1877～79)、帰国後(1885)、独澳留学中の森鴎外と

論争したことでも著名（1886～88)。

本品の由来は、昭和漢方界の巨頭大塚敬節

(1900～80、高知出身）の大叔父仰軒（東大医学部中

退、石炭王を夢みた快男児）が、在学中からの縁か、

ナウマンの高知調査時(1883.84)、通訳を勤め、領

石村の大塚家でナウマンを歓待した際の揮毫にかか

り、今は東京四谷の大塚修琴堂医院の玄関を飾る。

扁額上部にドイツ語で「Wissellmachtgelehrt,

aberel-stdasLebenmachtdenWissendenweise.

(知識は博学たらしめる、それ以上に命はもっと深

いものを教えてくれる)」とあり、下にその漢訳｢学

專見聞、命博経験（学は見聞を専とし、命は経験を

博くす)｣が見よう見まねの草書体（鵬斎風？）で害

される。ドイツ語の前半はレッシングの格言で、ナ

ウマンがそれをもじったものと識者の教示を得た。

医師の筬言として恰好の内容である。名漢訳者は仰

軒であろうか。詩画を能くしたナウマンの芸術的才

幹をも窺うに足る珍品といえよう。（町泉寿郎）
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